
検査に適した喀出痰の例 検査に適した便の性状 

悪い出痰の例 ＣＤトキシン検査では、ブリストル便形状スケール５以上を推奨する。

唾液（つば）、完全な粘液性 

Ｍ1 

 

4以下の場合は、細菌検査室では受け取らず採り直しを依頼します。 

 

≪ブリストル便形状スケール≫

M1の喀出痰が提出された場合は、 

細菌検査室では受け取らず採り直しを 

依頼します。（抗酸菌検査は対象外です） 

 

 

 

 

 

良い喀出痰の例 

膿性部分がある ◇新鮮である ◇うがいなどの後で口の中の雑菌が除かれている 

膿性部分が 1/3 以下 膿性部分が 2/3 以上                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい結果は、正しい検体採取から！ 
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